


公益社団法人日本プラントメンテナンス協会会長
トヨタ自動車株式会社Executive Fellow

河合満

モノづくりに頼れる「現場力」を。

加速する自主保全へのニ ーズの、今と未来。

2026年2月に名古屋で開催された「2025年度自主保全士検定成績優秀者表彰式」。

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会の河合満会長より成績優秀者への祝辞として、

自主保全ができる人材への期待と、 これからの生産現場で果たすべき役割についてメッセ ー ジを贈った。

「自主保全士検定試験」にて成績優秀者表彰を受け

られた皆さん、本日は誠におめでとうございます。また優

秀企業として表彰を受けられた皆さまにも、心よりお祝い

を申しあげます。今回の表彰は、皆さん一 人ひとりが努

力を積み重ね、自らの力で勝ち取られたものです。自信

と誇りを持っていただきたいと思います。

ただし、検定合格はゴールではありません。ここからが

本当のスタ ートです。 自主保全士として身につけた知識

や視点を、これからそれぞれの職場・現場でどう活かし

ていくのか。その実践こそが何より大切です。後輩や同僚、

上司は、皆さんの行動に注目しています。ぜひ、後輩か

ら「自分もああなりたい」という目標と される 自主保全士と

して、現場で力を発揮していただきたいと思います。

私 自身、15歳でトヨタ技能者養成所に入り、技能者と

してトヨタヘ入社して以来、一貫して生産現場で仕事を

してきました。時代は変わり、現場を取り巻く環境も大きく

変化しています。しかし、現場で最も大切なものは今も

変わりません。それは安全と品質であり、その士台となる

のが設備の安定稼働です。設備を安定して動かし続け

ることが、生産の安全と品質を支える前提であると私は

考えています。

故障が起きてから対応する事後保全では、間に合わ

ないことがあります。生産の遅れは簡単には取り戻せず、

不良やロスの拡大にもつながります。だからこそ、日頃から

設備に向き合い、小さな変化を見逃さず、微欠陥や不具

合を 早く見つけ、早く手を打つことが重要です。自主保全は、

まさにそのための活動です。「自分の設備は 自分で守る」と

いう意識を持ち、 自分が使う設備を 自分の仕事として見て

いく。その姿勢が、安定したモノづくりを支えます。皆さんに

は、そういった姿を背中で見せていただきたいと思います。

2














































